
令和７年播き麦栽培管理情報
実需者の求める品質と収量の安定を図りましょう！
早めの収穫準備で“ゆとり”のある農作業を心がけ、

適期収穫により高品質・安定生産を図りましょう。
香川県中讃農業改良普及センター

第４号

収穫前にほ場を確認しましょう
・生育良好なほ場においても、雑草の発生などにより思わぬ品質低下を招く
ことがあります。
・以下の点を確認し、問題解決しておきましょう。

さぬきの夢タロウ

■カラスノエンドウやヤエムグラの種子は麦に混入すると取り除くこ
とが困難です。必ず抜き取りましょう。
■カラスノエンドウが周縁部に発生している場合は除草剤を処理しま
しょう。畦畔などで結実させると、翌年以降の発生源になります。
■収穫前や、はだか麦から小麦へ麦種が変わる時など、異品種が混入
する恐れがある場合は、コンバインなどの機械の清掃を必ず行いま
しょう。

カラスノエンドウ ヤエムグラ

表-１ ほ場周縁部処理用除草剤
使用時期/回数使用薬量(10ａ当たり)農薬名

収穫前日まで／３回以内200～500mLラウンドアップマックスロード

収穫７日前まで／３回以内300～500mLバスタ液剤



◎収穫予想◎
○出穂期の状況および成熟期の予想
・播種時期は11月中旬がピークとなり、気温は一時的に低くなったものの、

１月中旬以降平年より高めで推移したため、生育は進み、出穂期・開花期
は昨年より早まりました。

表-３ 多度津気象データでの成熟期予想

表-４ 滝宮気象データでの成熟期予想

高い平年並み低い気温高い平年並み低い気温
７０２０１０５月

７０２０１０３か月 ７０２０１０６月
７０２０１０７月

表-５ 四国地方における向こう３か月の気温予報（％）

4月15日4月10日4月5日4月1日3月25日3月20日出穂日

5/29
(44日)

5/25
(45日)

5/21
(46日)

5/18
(47日)

5/14
(50日)

5/11
(52日)

はだか
麦成熟予想日

(登熟日数) 5/31
(45日)

5/27
(47日)

5/23
(48日)

5/20
(49日)

5/16
(52日)

5/13
(54日)小麦
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5/13
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○出穂期の状況および成熟期の予想
・播種時期は11月中旬がピークとなり、気温は一時的に低くなったものの、１月中旬

以降平年より高めで推移したため、生育は進み、出穂期・開花期は昨年より早まり
ました。
・11月中旬播きの成熟期は、はだか麦で5月14日ごろ、小麦で5月21日ごろからにな
ると考えられます。
（収穫適期は成熟期から２～３日後）
・高松気象台（４月23日発表）の１か月予報では、５月の気温は高めの予想のため、
成熟期は早まる可能性が高いです。

さぬきの夢2023さぬきの夢2009イチバンボシ

３月26日３月24日３月20日11月上旬播

４月３日４月２日３月26日11月中旬播

表-２ 農業試験場の出穂期

適期収穫は、

ほ場毎の様子を
確認してから！



収穫適期の様子

収穫適期始期（全体にうす茶色になる）

はだか麦 小麦

収穫適期始期（全体にうす茶色になる）

収穫適期は穀粒水分20％～25％前後です！
なぜ、適期収穫が大切なのか？

〇 穀粒水分30％以上で収穫を行うと、
・脱穀時の衝撃により損傷粒が発生し、品質が低下します。
・詰り等のトラブルが発生し、作業性が低下します。

〇 穀粒水分20％未満で収穫を行うと、
・穂首折れ、脱粒等による収穫ロスにより減収します。
・成熟期を過ぎると、降雨により品質が低下します。
（品質低下の例 はだか麦：退色、小麦：穂発芽）

◇気温の高低により、収穫期が早まったり、遅くなった
りします。
品質・収量の確保に向けて、天気予報
等を確認し、収穫作業の計画を立てま
しょう！

◎農繁期は農作業事故が発生しやすい時期です。
こころに“ゆとり”をもって、農作業安全を心掛けましょう！



◎収穫時の注意点◎
穂数が多く、草丈が高い生育をしているほ場を中心に、倒伏

が見られます。
倒伏した麦は茎が曲がっているため、折れやすくなっていま

す。
収穫時に折れ込んで減収の要因となるほか、機械の詰まり

（故障）の原因となるため、「収穫速度を調整したり、刈幅を狭
めたりする」などの工夫が必要です。

麦収穫後も環境にやさしい農業を進めましょう！

荒起こしはゆっくり、深く！ 代かきは浅水で壁土を練るように！

①田植時の障害となる“浮わら”を防ぐため、麦わらは長め(15cm程度)

にカットしましょう。

②荒起こしは、作業速度を遅く・できるだけ深く行い、麦わらと土が良く

混ざるように行いましょう。深耕ロータリーを利用することで、より効率

的にすき込み作業ができます。)

③代かきの2日程度前に入水し、麦わらに十分水を含ませた状態で代

かき作業を行いましょう。

④代かきは、土が７割程度見える極浅水の状態で、ロータリーを低速

に設定して練り込むように行いましょう。ロータリーが高速の場合、浮わ

らの原因となります。

⑤田植後に“ワキ(ガスの発生)”が激しい場合は、除草剤散布7日後に

｢田干し｣を行いガス抜きを行うなど、水管理を工夫しましょう。

◎令和８年播き小麦は、全て「さぬきの夢2023」に変更されます。
小麦栽培予定者は、種子の準備等に留意してください。


